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＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書   

①第三者評価機関名 

特定非営利活動法人かながわアドバンスサポート 

②施設・事業所情報 

名称：くっくおさんぽ保育園ふとお 種別：保育所 

代表者氏名：河内博和 定員（利用人数）：     ６９名 

所在地：横浜市港北区大倉山7-40-2                          

TEL：045-533-3375 ホームページ： 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日  2015年4月1日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：社会福祉法人くっく歩みの会 

 職員数 常勤職員：     １４名 非常勤職員       ４名 

 専門職員 園長         １名 

保育士        1２名 

調理員        3名 

栄養士                1名 

事務員                1名 

 

 施設・設備

の概要 

保育室        4室 

乳児室        2室 

調乳室        1室 

調理室        1室 

園庭      324.29㎡ 

③理念・基本方針 

くっくおさんぽ保育園ふとお 

＜法人理念＞ 

◆一人ひとりが尊重され、その人らしく輝き生きていくことができる社会を 

創造することに貢献したいと考える 

◆常に現場の状況を第一とし、スタッフ一人ひとりが子どもの人権を守り 

自立への援助を図ることを共有し、理解し合える運営をしてゆくことを理念とする。 

＜保育姿勢＞ 

◆子どもの最善の利益を考慮し、楽しい一日、大切な一日を提供していく。 

◆子ども・保護者・地域の子育ての家庭に対し、福祉の増進をする。 

◆子どもと子どもを囲むすべての人々が幸せであることを常に考えていく。 

＜保育方針＞ 

◆遊びの中で身につけるたくさんのことを大切に。 

◆発達の節目を丁寧に見守る。 

◆子どもの健やかな育成を願い、保護者の就労を支援していく。 

◆地域の子育て家庭を支援する。 

＜保育の目標＞ 

◆さまざまな生活体験をします。 

◆自分も友だちも大切にします。 

◆豊かな感性を引き出し、表現できる力を育みます。 

◆自分の要求や意見を主張できます。 

◆生きていく力をしっかりつけるため、たくさん遊びます。 
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④施設・事業所の特徴的な取組 

「くっくおさんぽ保育園ふとお」は東急東横線大倉山駅より徒歩15分、港北水再生

センター＜下水道浄化センター＞並びにあります。バスは遠回り便しかありません。

大倉山駅前にはタクシー乗り場もありません。電話で呼び出します。高級住宅地の趣

が感じられます。水再生センターの上屋根にコンクリートを打設し、土を覆い公園＜

太尾南公園＞として市民に開放しているのです。本園は横浜市所有の土地に横浜市が

平屋の保育園を建設、2015年4月から当法人が借り受け、開園したものです。待機

児童の問題が解決すれば横浜市に返還する約束になっています。 

くっくとは赤ちゃん言葉で“くつ”のことです。靴を子どもが初めて履くとき“くっ

く”と発音します。その幼児言葉を園名にしたのです。くっくおさんぽ保育園は港北

区に3園あります。 

運営法人である社会福祉法人くっくあゆみの会＜本部：横浜市港北区日吉6－1－7 

理事長河内博和＞は横浜保育室を運営していましたが、1976年に大倉山5丁目に初

めて保育所「くっくおさんぽ保育園」を開設、2001年に日吉6丁目に「くっくおさ

んぽ保育園日吉」を開設、2015年大倉山7丁目に「くっくおさんぽ保育園ふとお」

を開設しています。  

運営の基本は、保護者が安心して預けられる保育園、子どもが落ち着いて過ごせる

保育内容、働く者たちがやりがいを持ち続けられる仕事内容、そして地域から頼られ

る保育園、一緒に生きていける保育園としています。 

本園は敷地1713㎡、建物延べ456㎡、園庭324㎡、駐車場約500㎡、そのほか

となっており、保育室4部屋、乳児室2部屋、調乳室、調理室、幼児用トイレ3部屋、

子育て支援スペース、休憩室、事務室などあります。 

定員は1歳児12人、2歳児12人、3歳児15人、4歳児15人、5歳児15人。0歳児

の受け入れは中止しております。 

 

【園の特色】 

広大な空中公園をわが庭のごとく、自然が満喫できる遊び場。 

園庭は広く、都市部では見られなくなった泥んこ遊びをするための砂場や築山を作

り、乳児の時から土と砂と水の感触を、６月を裸足の月間として１か月にわたり、体

験させます。また保育室の家具、机、遊び道具は寿命の長いオークウッドで統一し、

木の感触を楽しませています。 

本園の隣に港北区水再生センター＜下水道浄化センター＞の屋上に作られた太尾南

公園＜別名空中庭園＞を“遊び場”として自由に使っています。このセンターは横浜

市の下水道施設です。管理は港北土木事務所。本園の土地建物も同じ横浜市所有で同

じ土木事務所管理です。 

約5千坪＜16,351㎡＞という広い敷地のなかに、すべり台・ブランコ・土管遊具

＜この中で遊べる大きな土管＞・広大なグラウンド、周囲には木々が多く植えられて

いて、アジサイや桜の木もあり、四季折々の景色が楽しめ自然がいっぱいの公園で

す。今回の第三者評価訪問調査期間中もシロサギが営巣していました。特に春の桜は

見ごたえがあります。冬の今は芝生が少し枯れ、その上をこどもたちがゴロゴロと転

びまわってはしゃいでいます。車も来ないし、安全です。子どもは裸足で走り回って

います。広すぎてこどもの姿が見えなくなることもあり、保育士をひやひやさせま

す。ドッジボール、サッカー、かけっこ、鬼ごっこ、毎日、天気の良い日は必ずこの

公園にきて遊び、体を鍛えています。横浜じゅう探してもこれ以上の広い遊び場は見

つからないほどです。ここに来る子どもたちは恵まれています。 
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⑤第三者評価の受審状況 

評価実施期間 

 

２０２２年１０月１日（契約日） ～ 

２０２３年２月２４日（評価結果確定日） 

受審回数（前回の受審時期）      ２ 回（ 2017年度） 

⑥総評 

◇特長や今後期待される点 

【優れた保育の取り組み】 

1.子どもの主体性に主眼を置いた”自由保育”、たてわり保育です。 

毎週１回の異年齢保育は3、4、5歳児を対象に泥んこ遊び、お絵描きなど3つのコ

ーナーを設け、自分の好きな遊びのコーナーに入って、年長、年下が一緒になって楽

しむプログラムです。3、4、5歳児を年齢ではなく、興味があるものに集まり、グル

ーピングする縦割り保育「異年齢保育」を、毎週1回午前中かけて行っています。年

度初めに各クラスから5人ほどが、各々、3グループに散らばり、①ホール遊び（体

操、絵本コーナー、おままごと）、②製作チーム（絵描き、紙コップでクリスマスツ

リー製作）、③遊びのチーム（園庭でのダンス、リズム遊び）、をつくり、「あおぞ

ら保育」などを年間計画として、年間を通して行います。園児は自分のカードを持

ち、好きなチームへ異動するには箱へカードを入れれば、それでそのチームで遊べ

る、という趣向です。 

好きなチームに入ったらまず自己紹介を行い、仲間にはいります。毎週、違う遊び

が待っています。その遊びも自分たちで決められるのです。園庭での泥んこ遊び、お

絵描き、絵本、おままごとなど、子どもが好きなコーナーを選択して主体的に遊べる

プログラムを作っています。一斉保育ではなく自由な保育で、こどもの自発性 自立

心、社会性を養う格好の保育方法となっています。年下の子は年上の子に刺激を受け

て、活動、遊びの場が広がり、年上の子は下の子の世話をすることで、いたわりや思

いやりの心が育ちます。その中で保育士は見守りながら必要に応じて介入し、援助し

ています。 

 

2.優れもの この１冊で園の様子がわかる 毎月発行の園だより 

1冊の園だよりで、毎月の園の活動、子ども様子がわかります。厚紙のA4判30P

の情報満載の冊子を毎月発行しています。4月号では4、5月の行事、進級の注意事項

から始まり、園児全員の名前、くっくの1年間の取り組み、進級してきた友達のイラ

ストとひとことのあいさつ、お誕生日を迎えた友達の、ママ、パパよりのあいさつ、 

毎月17日は各園児が持参するお弁当の日などが掲載されています。 

12月号では園長の言葉、12月、1月の行事、注意事項、前月の避難訓練、防犯訓

練、園内安全チェック報告、イラストいりの誕生日おめでとう記事、クルミ組の11

月の遊び「落ち葉拾い」、制作「焼き芋」、写真で解説する手洗いの練習など、各ク

ラスの遊び、制作の様子がイラスト、写真付きで紹介されています。 

保護者にとってはこの1冊で子どもが園で何をしているかなど、様子がわかります。 

「ほけんだより」では消毒液をペットボトルで簡単に作る方法など実用記事もありま

す。コドモンで簡単な連絡はできますが、写真などの配信はしていませんので、個人

情報の漏洩の心配もありません。   
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⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

社会福祉法人くっくあゆみの会として開設し、３園を運営している中のひとつである

くっくおさんぽ保育園ふとおは東急東横線大倉山駅にあり、２０１５年に開所した園

であります。  

今回はコロナ禍の中で制約された時期での第三者評価の受審となりました。取り組む

にあたりいくつかの小グループをつくり、保育理念や方針、子どもの権利、子どもの

成長過程、園行事の取り組みについて職員全員で議論し保育を振り返ることができま

した。 

今回の評価結果で高く評価されたことは自信につなげ、保育の励みにするように今後

も推進していきたいと思っています。職員一体となり福祉サービスの質の向上に努

め、より良い施設を目指して努力していきたいと思います。 

 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙２のとおり 


